
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●学力の向上

○子ども自らが「学ぶ」授業への転換 ○４５分の授業において子どもの活動時
間を５０％確保することができる教師が
１００％

○毎時間のめあてを児童が分かりやす
い言葉で提示し９０％以上の児童に達
成させる。

・校内研究と関連付け、授業研以外でも相互参観週間を
年２回計画し授業改善を図る。
・『学び合い』に関する先進校視察と講師を招聘しての研修会
を実施する。
・児童が自ら学びたくなるようなめあての立て方についての研
修を行う。

A

・アンケート結果より授業を行う全教師が、４５
分の授業の中で２０分以上児童の活動時間を
設けている。92％の児童は、めあて達成に向
けて学習できていた。87％の保護者は、児童
が進んで学習できていると感じている。具体
的取り組みの達成状況としては、先進校視察
のみ未実施。

A

・授業を行う全職員が児童の視点に合っためあてを設定し、１
時間の中で２０分以上児童の学習時間を確保していたことで、
９０％の児童がめあて達成に向けて学習をできたと感じてい
る。しかし、保護者は７２％と中間調査時よりも１５ポイント低い
結果となった。
・今年度は授業研以外でも年２回の相互参観週間を設けたこと
で、学習の進め方について学校で共有する機会を設けること
ができたが、先進校の視察については実施することはできな
かった。
・ミニ研修会が頻繁に開催され、若手教諭にも授業の工夫やア

学び部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「自分も友達も大切にできた」と答える
児童の割合を８５％以上にする。
〇いのちの大切さについて自分の言葉
で説明することができる児童が８０％以
上

・「自分も友達も大切にする」ということはどういうことか
を考えさせる授業を実施し、お互いの思いを伝え合わせ
たり感想を掲示したりする。
・いのちの大切さを考える授業実践を年に2回以上実施
する。 B

・アンケート結果より「自分や友達を大切にす
ることができた」と肯定的な回答をした児童生
徒が92％であった。ぽかぽかの木やありがと
うウィークを実施した。
・また、「自分の周りの命を大切にすることが
できた。」と回答をした児童生徒88％であっ
た。説明することに関しては、後期の授業の
中で指導をしていきたい。

B

・アンケート結果より「自分や友達を大切にする
ことができた」と肯定的な回答をした児童生徒
が89％であり、ほぼ横ばいであった。ぽかぽか
の木やありがとうウィークを実施し、共有する活
動を引き続き行った。
・また、「自分の周りの命を大切にすることがで
きた。」と回答をした児童生徒86％であり、ほぼ
横ばいであった。人権集会等では、命に対して
大切な言葉づかいをしようとする発言が見られ
た。命について考える機会を今後も設けていき

こころ部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○困ったときに、「自分から誰かに相談
することができた」と回答した児童の割
合が８０％以上

・「心のアンケート」を毎月実施する。「教育相談週間」
「いじめ体罰アンケート」とも併せて、児童のSOSを早期
に発見し、全職員で対応する。
・「SOSの出し方教育」を全学年で実施する。 A

・アンケート結果より肯定的に回答している児童が
82％であった。多くの児童が相談できていると考
えられる。また、後期も心のアンケートを引き続き
実施するとともに、SOSの出し方教育を全学年で
実施していく予定である。

B

・アンケート結果より肯定的に回答している児童
が77％と前回と比べほぼ横ばいであった。来年
度は心の健康観察を使い、児童の心の様子を
毎日確認し、いじめの早期発見、早期対応につ
なげていきたい。
・SOSの出し方は、複数学年で実施できた。

教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
５％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・係活動、委員会活動などのなかで児童の主体的な活
動を推進する。児童のがんばりやよい行いなどを紹介す
るコーナーを設置し、職員や児童でカードを記入し、紹
介をする。
・年間指導計画をもとに地域の企業や学校サポーターを
活用するなど、各学年で外部講師を招いた体験活動を
年１回以上計画する。

B

・アンケート結果より肯定的な回答をした児童
が89％であった。ぽかぽかの木のコメントを
教師も記入したり、クラスで担任がよいところ
を称賛したりしている。
・サガン鳥栖挨拶運動を実施。６年生を対象
に夢についての講話を実施。
・児童の92％が将来の夢、または現在達成し
たい目標があると回答。保護者の肯定的な回
答は66％にとどまった。

B

・アンケート結果より肯定的な回答をした児童が
84％であった。ぽかぽかの木のコメントを教師
も記入したり、クラスで担任がよいところを称賛
したりしている。
・児童の84％が将来の夢、または現在達成した
い目標があると回答。保護者の肯定的な回答
は58％にとどまった。
・今後、教員が児童のよいところを認める場の
確保をしたい。また、夢についての講話の際
は、親も話を聞いて、親子で話し合う機会を設

こころ部

学び部

○「伊万里っ子しぐさ」を活用した心の教
育の推進

○児童が進んで挨拶をしていると回答し
た保護者や教職員の割合が８０％以上

・ボランティア委員会に「あいさつ運動」の取組を提案さ
せる。学期に１回程度全校で実施し、学校だよりや学級
通信で取組を紹介する。
・「あいさつ上手」を紹介する場を設定し、放送などで全
校に知らせる。

B

・アンケート結果より、肯定的な回答をした保
護者は59％にとどまった。ぽかぽかの木であ
いさつが上手な児童を紹介・掲示しているが、
ボランティア委員会の「あいさつ運動」につい
ては、後期に実施予定である。

B

・アンケート結果より、肯定的な回答をした保護
者は68％に増加した。
・定期的に朝のあいさつ運動を行ったことで、大
きな声であいさつをしようとする児童が増えたと
考えられる。来年度は、あいさつ運動で各学級
を回ったり、上手なあいさつの仕方を動画で紹
介したりする取り組みを進めていきたい。

こころ部

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❺「健康を考えて行動できる能力の育
成」

〇「山代っ子ウイーク」での取り組みを
実施する家庭（児童）の割合が８５％以
上とする。
〇「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上

〇「健康は何より大切だ」「保健で学習し
たことを、自分の生活に活かしている」と
答えた児童生徒８０％以上

・年間を通してスポーツチャレンジを実施する。毎月の結
果を全校集会等で知らせ意欲付けを行う。
・「山代っ子の約束」の中から、「早寝早起き朝ごはん」を
重点項目として、自分の生活を振り返らせる。

B

・外で遊んだり、体育で体を動かすのが楽しい
に「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回
答した児童は90％だったが、進んで取り組ん
だ児童は76％だった。保護者や教員は80％
に満たなかった。今後、教員や家庭からの呼
びかけが必要になってくる。
・「早寝・早起きをして朝ごはんを毎日食べる
ことができた」と答えた児童は74％だった。山
代っ子ウィークを活用しつつ、学級通信で保
護者に呼びかけていく。今後も、栄養教諭に
よる食育の授業を継続していく。

B

・外で遊んだり、体育で体を動かすのが楽しいに「そう思
う」「どちらかといえばそう思う」と回答した児童の達成目
標は９０％だったが、進んで取り組んだ児童は８９％だっ
た。保護者は７２％で、教員は９３％と学校と家庭で差が
あった。今後、家庭での外遊びの呼びかけをしていきた
い。
・「早寝・早起きをして朝ごはんを毎日食べることができ
た」と答えた児童は、７６％だった。朝ごはんを食べること
の大切さを伝えるとともに、今回保護者にアンケートをして
いなかったので、来年度は保護者の意識を確認した上
で、対策を考えていきたい。今後も、栄養教諭による食育
の授業を継続していく。

からだチャレンジ部

○運動に親しむ児童の育成 ○授業以外で運動やスポーツを行う時
間を週に２回以上遊ぶ児童の割合を８
０％以上とする。

・委員会の児童が考えた外遊びを紹介するコーナーを設
置し、その遊びをペア学級で学期に１回以上行う。 B

・まだ実施できていないため、3学期に取り組
む。 A

・委員会の児童が考えた遊びをペア学年で取り
組んだことで、外遊びを週二回以上行った児童
の割合が８４％で目標を達成することができた。

からだチャレンジ部

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・出退勤ボードを活用し、日々の退勤時間を意識させ
る。
・長期休業中の研修を減らし、固めて実施することで年
休取得をしやすくする。 B

・出退勤ボードで退勤時間を意識させ、仕事
の効率化を進めている。
・年休取得に向けては、職員に目標として周
知し、申請しやすいよう環境整備も進め、計
画的な取得が推進できている。

B

・時間外在校時間の平均については、4月は39
時間を超えていたが、1月には19時間と激減し
ている。
・夏休は全員計画的に取得し、年休取得につい
ても、一人平均10日以上の取得を達成できた。

○働き方に関する教職員の意識改革と
実践

○働き方に関して、改善したと答える職
員が９０％以上

・学期に１回アンケートをとり、自身の業務の課題に気づ
かせ、改善点を考えさせる。
・年に２回働き方についての研修会を実施し、実践化を
図る。

B
・働き方についての研修会を行うとともに、ICT
を活用して職員間の情報共有や隙間時間の
効果的な活用を進めている。 A

・質的な業務改善を意識して取り組んでいる職
員が100％だった。
・ICTを活用して、手続きの簡略化や業務の効
率化を進めることができた。

●特別支援教育の充実

〇特別支援教育の理解・啓発の推進 ○保護者や全校児童を対象にした特別
支援教育への理解の推進を図る。特別
支援教育への理解が深まったと答える
職員が8０％以上とする。

・特別支援学級への理解を図るために、保護者や全校
児童に対して啓発の場を設ける。
・個別の支援計画・指導計画の作成に関する研修、児童
理解と支援の方法の研修を実施し、職員の共通理解と
スキル向上を図る。

B

・今年度は保護者や児童に、特別支援教育の理解と啓発を
年度初めに行った。そのため、「学校は、子どもたちの個性
や特性を合わせた指導に努めている」と答えた保護者は
88％だった。「校内の支援体制は整備されている」「本校の
特別支援教育は充実している」と答えた教師は、100％だっ
た。今後も、理解啓発を推進していきたい。
・個別の支援計画・指導計画作成の研修を実施し、目標や
手だて、評価への呼びかけを職員に行ったことで、スムーズ
に作成することができた。

A

・「学校は、子どもたちの個性や特性を合わせた指導に努めて
いる」と答えた保護者は86％だった。「校内の支援体制は整備
されている」「本校の特別支援教育は充実している」と答えた教
師は、100％だった。アンケートの結果は、ほぼ横ばいだった。
今後も、児童、保護者、教職員への理解啓発を推進していきた
い。
・個別の支援計画・指導計画作成では、リタリコへの移行を職
員に周知した。特別な支援を要する児童のケース会議や巡回
相談を行い、外部機関との連携も図った。今後も、支援体制の
充実に努めていきたい。

特別支援教育

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

〇全児童の学びと育ちの
保障

〇全ての子どもの学びを引き出す学習
環境の工夫

○学びやすさを保障するために、①指
示の出し方を工夫する②指示や発言内
容を視覚化する③板書の情報を精選す
る④教室環境づくりができる教職員が１
００％

・学期末ごとに教職員に達成度調査を実施する。
・①と②については、校内研の事後研で協議の視点とし
て話し合う。
・UDについての研修を行う。

A

・児童が学びやすくなるような手立ての①②
③ができたと回答している教職員が93％だっ
た。
・教室環境を整える研修を行うことができた。

A

・学びやすさの保障をするために設定した４つ
の取り組みについて、９３％の教職員ができて
いると回答した。１００％を達成するためには、
研修等でアイデアを共有するほかにも、フィード
バックする機会を設ける必要がある。

学び部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 伊万里市立山代東小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・「進んで学習」については、校内研究で『学び合い』を取り入れた授業に全学年で取り組み、児童が主体的に学ぶ姿が見られるようになってきている。さらに、めあてについて研修を重ね、より深い学びの実現を目指していきたい。

・「自分も友達も大切に」については、まだまだ指導が必要である。「一人も見捨てない」という考えを、もっと児童にも理解させ、思いやりのある言葉遣いについての指導に重点を置き、自分も友達も大切にできる学級づくりを推進していく。また、UDについては環境整備のみにとどまっているため、学級経営や授業

づくりにも取り入れていく必要がある。ただ、挨拶については、少しずつよくなってきている。

・「心と体をきたえ何事もチャレンジ」については、「山代っ子ウィーク」を中心に生活習慣の見直しを行うことができた。しかし、その後の振り返りが十分ではないため、なかなか徹底できていないところもある。家庭や児童に、取り組み状況を伝えて、改善するための取り組みを実施していきたい。

・コミュニティスクールの活動も少しずつ進んでいる。次年度はサポーターの方々に協力していただき、本校独自の人材マップの作成を行う予定である。

・統合に向けて、修学旅行の実施の仕方やPTA会費のすり合わせなど、少しずつできることから取り組むことができた。さらに、話し合いなどを通して進めていく必要がある。

２　学校教育目標 「笑顔で　元気な　東っ子」の育成

３　本年度の重点目標

①　「進んで学習」・・・志や希望をもって学ぶ子　　　自ら関わり、考え、行動し、成長に気づく子

②　「自分も友達も大切に」・・・ふるさとのよさを知り、大切にするとともに、相手を思いやり、共に生きようとする子

③　「心と体をきたえ　何事にもチャレンジ」・・・健やかな心を体をもち、目標に向かって挑戦する子

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・児童自ら学ぶ授業への転換については、児童の主体的活動時間を確保し、めあてを意識させた授業実践が浸透してきた。今後は、学力との関係を見据えながら授業の工夫を進めていきたい。
・こころの教育については、あいさつや前向きさなど改善が進んでいる点も多いが、言葉遣いや問題行動等に対しては引き続き改善に向けた取組みが必要である。
・健康・体つくりの項目について、児童には体をよく動かす意識が広がっている。ただ、ＳＮＳやスマホ等の使用の仕方や早寝早起き等の生活習慣の改善に向けては、家庭との連携を密に焦点化した取組みが必要である。
・コミュニティスクールの活動については、区長会やコミュニティセンターともつながりを進めてきた。サポーターへの単発的な協力依頼だけでなく、日常的な取組みについても議論を進め、サポーターにとっても意義のある活動を進めていきたい。
・次年度は閉校、統合に向けて様々な取組や環境の整備を計画的に進める必要がある。

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

管理職・教務・事務職員

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価


